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初めてピースボートに乗ったのは 1995 年でした。かなり古い日本の船で、船底に共同浴
場があって、10人くらいは入れる湯船で波に揺られながら入浴したのを覚えています。こ
れまでに 9回乗船したかと思います。とはいっても、3か月あまりかけて地球を一周する
みなさんと違って、ほとんど毎回 1週間ほどにすぎません。私の専門がスリランカの文化
研究なので、シンガポールまで飛行機で飛んで、そこから船に乗り込んで、スリランカの
文化、社会についての企画、講演やシンポジウムなどをこなし、コロンボで下船して飛行
機で日本に戻り、翌日には和光大学に来て授業を行うという具合でした。水先案内人とい
うボランティアとして、長期の船旅をする皆さんの応援をする役目です。
長く船に乗っていると体が慣れて船酔いしないとか、あるいは気にならなくなるらしい
のですが、私はいつも短い期間だったせいか、毎回船酔いしていました。でも、プログラ
ムをキャンセルしたことはないし、食事がのどを通らないほどでもありませんでした。
一度だけ日本から乗り込んだことがあります。2003 年 9月のことです。東京港を出発し、
神戸、台湾のキールン、ベトナムのダナン、シンガポール、インドのチェンナイに寄港し
コロンボで下船しました。約 2週間でした。ちょうど台風が九州に上陸しそうな時で、乗
り込んだ船は東京港で停泊したまま夜を明かし、翌日に出航しました。九州沖を通過する
ときは激しく揺れて、部屋の中を体と荷物が右往左往していたのを覚えています。
出航して 1週間ほどすると、語学やダンス、カラオケ、卓球など、いろいろな自主企画
グループが動き出します。掲示板には毎日、呼びかけやミーティングのおしらせが張り出
されます。すでに新聞が発行されており、当日のイベントや講師紹介、次の寄港地の情報
などがのっています。日本では新聞を読まない人も、船ではみんな朝いちばんに新聞を入
手してその日の行動計画を立てます。
乗務員を含めて千人近い人間が限られた空間で肩寄せあって旅をし、生活し、働いてい
ます。限られた燃料、限られた食料と水、限られた設備からなるピースボート村です。移
動する村ですから、毎日、居場所が変化します。運命共同体です。こうした環境とともに、
何か見つけたい、何かつかみたいという志をもって参加している人が多いせいか、ピース
ボート村はハイな雰囲気に包まれています。特に若者たちの活躍が目覚ましいですね。オ
ジサンやオバサンたちも若者たちにあおられて、私も何かやりたい、何かできそうだとい
う気持ちになります。
出港と入港の時はしばらく陸地を眺めていたくなります。東京港を出て陸地が次第に遠
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ざかっていきます。大海原に出るとトビウオやイルカを目にすることができます。カモメ
が飛んでいると陸が近いことがわかります。山や建物、灯台が次第に大きくなってきます。
やがて桟橋に接岸し停船します。現地の NGO関係者が手を振って迎えてくれます。まも
なく、イベントへの参加組、各ツアー・グループ、自由行動組などに分かれて順次上陸と
なります。
この 14日間のピースボートでは、私はそれまでの外国体験とはかなり異なる実感を得ま
した。台湾もベトナムも、シンガポール、インド、スリランカもみんな日本とつながって
いるという実感です。私たちはいつの間にか、地図に描かれている国境線で区切られた世
界を頭に刻んでいるのだと思います。飛行機で行くと、そうしたイメージのままに区切ら
れた別の国にやってきたという感覚になります。船で行くと、区切りのない連綿とした海
の水を眺めながらゆっくりと進みます。鳥や魚は国境線など気にしてないはずです。入国
審査は一括して旅行会社が代行するし、手荷物検査やボディ・チェックもありません。入
国管理官が船のなかに出張してくることもあります。下船外出の際には多くの場合、身分
証のみですみます。
確かに、地球のどこにいてもみなつながっているはずですが、私たちの頭のなかではい
つのまにか国境線で区切られているというイメージになってしまっているようです。たっ
た 14日間の乗船でしたが、私にとってはとても印象深い体験となりました。日本を出航し
て 3か月余り各地を巡り、また日本に戻るならば、もっとずっと強く、大きくつながりを
実感できるに違いありません。私はそうしたつながりの実感を大事にしていきたいと考え
ています。
